
 

 

 

 

 

 

     

問いをもつ 

      校長 齋藤 瑞穂  

 

今年はどうも季節の進行が例年よりグンと早

いようです。杉七小では、桜、藤、躑躅に続き、

昨年はちょうど 6 月上旬に美しく咲いていたビ

オトープの睡蓮も、今年は早くも先週のうちに花

が終わりました。爽やかな初夏の陽気は短く、梅

雨入りも間近です。外遊びが大好きな本校の子供

たちは、晴れの日にはここぞとばかりに校庭へ飛

び出し、汗びっしょりになって遊んでいます。感

染症対策で遊具やボールなどは使えないものの、

それぞれ工夫して思いきり体を動かしています。

黄色い帽子の１年生が、頭ふたつ分も大きい 6

年生を追いかけて遊んでいる姿は微笑ましいも

のです。 

 

 

さて、今年度、本校は「問いをもち、考えを深

め、次の学びにつなげる児童の育成～算数科の学

習を通して～」を主題に校内研究に取り組んでい

ます。先日、第 1 回目の研究授業がありました。

2 年生の「ひき算」です。 

子供たちは、前の授業までに、繰り下がりのな

い二桁の引き算を学習しています。授業はこれま

での学習の振り返りから始まりました。式が書か

れたカードを見ながら、「34 引く 12 は、22！」

「67 引く 50 は、17！」。どの子も自信をもっ

て答えます。前時までの学習がよく身に付いてい

ます。 

そこに 34-18 のカードが提示されます。それ

まで自信満々だった子供たちに、さざ波のように

不安な呟きが広がりま

す。「あれ？」「4 引く

8 はできないよ」「どう

やるの」･･･同じ二桁の

引き算ですが、まだで

きない計算があったこ

とに気付き、揺さぶら

れる子供たち。そのうち、こんな声 

 

が聞こえてきました。 

 

「そうか、わかった！今日は一の位が引けないと

きを考えるんだ！」 

  

子供が「問い」

をもった瞬間で

す。この後、授

業は 34-18 を

どうしたら計算

できるか、一人

一人が考える時

間へと移っていきました。 

 

令和 2 年度、完全実施となった現行の学習指

導要領では、「豊かな創造性を備え持続可能な社

会の創り手となることが期待される児童に生き

る力を育むこと」を目指しています。そのために

育成すべき資質・能力は、「知識・技能」「思考力、

判断力、表現力」に加え、「学びに向かう力、人

間性等」の三つの柱に整理されました。この柱を

偏りなく、バランスよく身に付けられるように、

学校は日々授業改善に取り組んでいますが、中で

も私が特に注力したいのは、「学びに向かう力」

を高めることです。 

はてな？と思うこと、なんでだろう？と疑問を

もつこと―― そこから「学び」は始まります。

問いをもつことは学びに向かう第一歩です。今年

度の研究主題の最初に「問いをもち」を据えたの

は、そうした理由からです。 

これからを生きる子供たちには、常に問いをも

ち、その問いを自ら考え、さらに新たな問いをみ

つけてほしい。そうして学び続けていくことで、

自分の人生や社会を、より豊かに、楽しく、幸せ

で充実したものにしていってほしい。心からそう

願っています。 

今年度の校内研究にもどうぞご期待ください。 

予定変更のお知らせ 

緊急事態宣言が 6 月 20日まで再延長されたことに伴い、6月の行事予定が 

一部変更になります。ご了承ください。 

  19 日 道徳授業地区公開講座 3 学年のみ公開 ※土曜授業は行います。 
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日 曜 行事予定 

1 火 体力テスト 

2 水 
避難訓練(不審者対応訓練) 

理科プラネタリウム（４年） 

3 木 安全指導 

4 金 特別時程 租税教室（６年） 

5 土   

6 日   

7 月 委員会活動 給食費引落し 

8 火  

9 水 特別時程 

10 木  

11 金 体育朝会（２年） 

12 土   

13 日   

14 月 クラブ活動 

15 火 社会科見学（６年） 

16 水 たてわり集会（年） 

17 木   

18 金 特別時程 体育朝会（１年） 

19 土 
道徳授業地区公開講座(3年生のみ公開) 

個人面談① 

20 日   

21 月 
水泳指導開始 

個人面談② 

22 火 個人面談③ 

23 水 個人面談④ 集会（代表委員会） 

24 木 個人面談⑤ 音楽鑑賞教室  

25 金 個人面談⑥ 体育朝会（６年） 

26 土   

27 日   

28 月 特別時程 

29 火 社会科見学（３年） 

30 水 
音楽集会（２年） 

校内研究授業（6 年 1組） 

６月の生活目標 

「室内での過ごし方を工夫しましょう」 

    生活指導部  

野崎 幹生 

 

 間もなく梅雨の季節を迎えます。梅雨になる

と、校庭で遊べない日が続きます。また、新型

コロナウイルス感染症防止対策の一つとして、

校庭に全学年が出て遊ぶことを昨年度に引き続

き、現在も控えています。 

 校庭に出て遊べない時は、室内での過ごし方

を工夫することや図書室で好きな本を読むな

ど、工夫して休み時間を過ごせるように指導し

ています。 

 廊下は静かに右側を歩くことや、遊び用具の

片付けをきちんと行うことも指導していきま

す。 

６月 行事予定 

水泳指導について 

 5 月 25 日付「水泳指導のお知らせ」でお伝え

しておりますように、7 日（月）に開始予定し

ておりました水泳指導は 21 日（月）開始に延期

とします。 

 今年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止

のための指導体制の変更により、水に対する不

安を取り除くこと、水中における安全確保の指

導を中心に行いますので検定は行いません。 


